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論文内容の要旨

〔目的〕

現代の大学生は，戦前，戦後を通じて食糧難に悩まされてきた過去の世代に比べると，身長，体重

が顕著に増加し，一見，均しく健康体にみえる。しかし愛媛大学で学生の定期内科検診を行なってみ

て，心基部第 2 音の充進又は分裂，心雑音，脈拍や血圧の易変動性，不安定な精神状態などの異常所

見を呈する学生が多いのに気付いた。

種々の可能性を考えたが，血中B1濃度を測定してみたところ，これらの学生に欠乏値を示す者が高

頻度で見い出された。そのため何が低ビタミン B1血症の背景になっているのかを知るために彼等の生

活様式に検討を加え，また異常所見が従来の脚気と一致するかどうかについても検討を加えた。

〔方法ならびに成績〕

1) 方法

1 )対象者: 54年， 55年度の定期内科検診を受診した愛媛大学の学生である。

2) アンケート用紙の作製:診察，採血に先立ち，自覚症状ならびに生活様式をアンケート用紙に記

入させ，即日回収した。

3) 血中ビタミン B1 の定量 : 5 rri を採血し，ヘパリン Na塩10u を加えた試験管に移して，振、盈後，

即時冷凍保存して，チオクローム蛍光法を用いて測定した。

ll) 成績

1 )異常所見を示さない自宅通学者の血中B1値 : 3 食を規則的にとっている該当者59名(男30名，女

29名)の平均値は70.6ng/rri 土 17.25 ng/rri であった。 50ng/rri以下を欠乏値とし許。
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2) 組抽出者 (A群)の血中B1値:定期内科検診を受けた766名のうちから，不安定な精神状態を示

した者，脈拍や血圧が変動し易い者，心雑音の聴取し得る者，心基部第 2 音に充進や分裂のみられ

る者52名のうち，採血に応じた42名について血中B1値を測定したところ，平均値は58 .4 ng/me で，

うち 15名 (35.7%) が50ng/me以下を示した。

3 )心拡大を示した者 (B群)の血中B1値:胸部間接 X線写真を撮影していた 2 ， 754名のうち心陰影

に CTR 50%以上の両側性拡大が認められた者128名のうち採血した93名について血中 B 1値を測定

したところ，平均値は51.6ng/me で， うち 44名 (46.2%) が50ng/me 以下を示した。

4) 血中B 1値が50ng/me 以下を示した者の生活様式:該当する A群15名と B群44名について，食事を

とっている場所を対比したところ，外食者がA群で56%， B群で50%といずれも過半数を占めた。

また B群では部活動に所属している者が86%，とりわけ毎日激しい運動をしている者は64%を占め

ていた。

5) A群， B群の追跡成績:両群に対して，蛋白とビタミンに富み，糖質の少ない食事を三食とるよ

うに，また激しい運動を控えるようにとの食事と生活の指導を行ない，追跡してみたところ，心拡

大を伴い，血中ビタミン B1値が50ng/me 以下を示していたが， 5 ヶ月後にはB1値が60ng/me 以上と

なった者について:

該当者44名の追跡前の臨床症状は，心音では心基部第 2 音の分裂が95%，充進が95% ，心雑音が

98%で，深部臆反射(膝蓋臆反射)が低下していた者は89%，こむら返りを訴えた者が36%であった

が，下腿の浮腫は14%に，自覚症状は25%にしか認められなかった。

一方，その 5 ヶ月後には血中 B1値が60ng/me以上になっていた (20例)では，心基部第 2 音の分

裂25%，充進 5 %，心雑音 5%といずれも減少， しかし深部臆反射の低下は60%となお高率に残存

し，逆に四肢末梢の知覚障害が15% と出現した。

6) 外食者の血中 B1値:昭和54年では，心拡大を指摘された93名全例に食事，生活の指導を行ったが，

5 ヶ月後なお血中 B1値は55% が50ng/me以下に止った。そこで，昭和55年度定期検診で異常所見を

呈した外食男子学生56名中，血中 B 1値が50ng/me以下を呈した46名 (82%，平均値36.2ng/me) に

対し，食事，生活の指導とともにビタミン B1剤を 25~75mg/日服用するよう指示したところ， 1 ヶ

月後採血し得た42名の中，血中 B 1値が50ng/me以下を示したのは 6 例 (14%) と著減し，平均値は

84.3ng/me となった。

〔総括〕

1) 54, 55年度愛媛大学学生定期内科検診で異常が認められた者，胸部間接 X線写真で心拡大が認め

られた者の中に，血中ビタミン B 1値が低下している者が高率に見い出された。

2 )血中B 1値が低下している者は外食生活を送る者が多かった。また心拡大を伴ない，血中B1 値も

低下している者に激しい運動をしている者が多かった。そしてそこに呈示されている臨床型は下腿

の浮腫，自覚症状が少ない点で従来の報告とは異なり，潜在性ビタミン欠乏症というべき病型と考

えられる。

3 )外食者は B1剤の連用によらなければ血中 B 1 値を改善させることは困難である。
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4 )自動販売機などに依存した現在の食生活にあっては，学生以外にもこの傾向が浸透していること

が予測される。

論文の審査結果の要旨

hypovitaminosis B1 はかつて国民病とさえいわれたが，一時全くかげをひそめ，再び最近，食生

活の変遷とともにその存在がときに指摘されるに至って了いる。

本研究者は長く愛媛大学の保健管理にたずさわる過程で，血中ビタミン B 1 の測定を保健管理の中に

組み入れることにより ， subclinical hypovitaminosis B1 が高頻度に現代の大学生の中に拡ってい

る事実を見出した。更にその自他覚症状の特徴と生活様式(外食の有無，運動の強度，食事の回数等)

との関連性を分析し，症状改善の方途を示した。

現代社会における hypovitaminosis B 1 の実態と対策を明らかにしたものとして評価される。
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